
  

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩み編さんだより 

『和泊町の歩み』編さん事務局発行 

Vol.25 

 

令和７年２月 

月 

新町誌「和泊町の歩み」の執筆者を講師に
招く「郷土学習講話」第３弾が令和７年１月
１１日（土）、城ケ丘中の全校生徒を対象にあ
りました。 
自然編１章「沖永良部島の地質と成り立

ち」の執筆者、新城竜一氏（琉球大学・総合
地球環境学研究所教授）を講師に、越山周辺
を巡って地層や岩石を観察しました。生徒ら
は実際に岩石類を手に取りながら、島の成り
立ちについて学びました。 

まず訪れたのは 

 島の基盤層である「根 

折層」の観察ポイント。粘 

板岩や砂岩で構成される地層 

です。実際に手に取り、粘板岩

が薄く剥離していく様子や、

粘板岩より粒が大きい砂岩 

 の様子などをしっかり確 

   認できました。 

 粘板岩を手にする城中

生。ぽろぽろとはがれて 

いく様子にびっくり。 

 泥岩、砂岩、れき岩は粒の大きさ

が違うため、沈殿する速さも場所

も違います。その違いが地層形成

にどう作用するのかなど、とても

わかりやすく 

解説していた 

だきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『和泊町の歩み』 

編さん室 

〒891－9112 

大島郡和泊町和泊１０番地 

和泊町中央公民館内（役場となり） 

TEL：0997－92－3690（直通） 

担当：甲（きのえ）・ 市來 

続いて、島内で越山 

周辺だけに分布する花こ 

 う岩（花崗閃緑岩）を観察し

ました。歴民館裏手の森林の 

 中に、大きな花こう岩の露頭 

 があり、緑がかった迫力ある 

 姿を間近に見ることができま

す。砕いて観察し、粘板岩 

や砂岩との違いを確認 

   しました。 

 

 こもれ陽の中を行く城中 

生たち。ちょっとしたハイキ

ング気分を味わいました。 

 

  岩石の年代測定方法について詳しい話を聞くことがで

きました。岩石の中にある鉱物ジルコンにはウランが含まれ

ており、そのウランが崩壊するときにつける傷を手掛かりに

測定するフィッション・トラック方式というやり方や、崩壊後

にできた鉛の量を測定することで年代を調べる方法がある

そうです。専門家ならではの高度な知識に触れました。 

     最後に足を運んだ 

  のは、花こう岩が風化し 

てできた「マサ土」が観察で

きるポイント。花崗閃緑岩が長 

い年月をかけて気温変化や風雨

の影響を受けて風化すると、手  

 に取るだけでボロボロと崩れ 

  るような土になります。 

   生徒たちも興味深く 

     観察します。 

 雲母を含むマサ土

は日を受けるとキラ

キラと光りました。 

生徒たちの感想 


